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　日の入りも早くなり、肌寒く感じる夜も増えてきました。星空は、夏の星座が少しずつ西へと移動し、秋の星座
が空広くに広がっています。
　今年の秋は、「土星」がメインとなりそうです。秋の夜空にはあまり明るい星が無いので、すぐに見つけること
ができるでしょう。望遠鏡で土星を見てみると、環を観察することができますが、昨年以前と比べて環が細くなっ
ているのがわかります。
　また、秋は「中秋の名月」といわれるように一年のうち一番月がきれいな季節です。秋の夜長にゆっくりと月を
愛でてみてはいかがでしょうか。

  3 日　新月
  8 日　りゅう座流星群極大
  9 日　木星が留
10 日　おうし座南流星群極大
11 日　上弦の月
17 日　満月
21 日　オリオン座流星群極大

  1 日　新月
  5 日　夕方、月と金星が接近
  8 日　月面 X（22：03 ごろ）
  9 日　上弦の月
12 日　おうし座北流星群極大
16 日　満月／水星が東方最大離角
17 日　しし座流星群極大
20 日　月と火星が接近
23 日　下弦の月

  3 日　新月
  5 日　水星が西方最大離角
11 日　上弦の月
17 日　中秋の名月
18 日　満月
22 日　秋分の日
25 日　下弦の月

【休館日】9月3、10、17、24日　10月1、8、15、22、29日　11月5、12、19、26日
【メンテナンス日】9月9日、10月7日、11月18日

担当： I

■日時：11月23日（土）15：00~
　　　（およそ60分間）
■料金：700円（ほうじ茶のおまけ付き）

■日時：10月7日（土）~11月末
★入館料が必要となります。

プラネタリウム100周年記念企画。
プラネタリウムの歴史を振り返るとともに、
八女市に眠る63年前の学習用天体投映機や、
星の文化館の初代デジタルプラネタリウム、
現代の家庭用プラネタリウムを展示します。

勤労感謝の日特別プログラム。
星空と音楽であなたを夢の中へとご案内します。

※星空解説は少なめとなります。

企画展

お月見シーズン

特別鑑賞撮影会
秋は一年で月を鑑賞するのに一番適した季節です。
ドーム1の65㎝望遠鏡を使って、秋の月を観察します。

開放時間は月の撮影も可能です。
カメラやスマートフォンをお持ちください。

【日程】
■9月14日（土）19：00~20：00
■9月15日（日）19：00~20：00
■9月18日（水）19：30~21：00【満月】
■10月17日（木）19：00~20：00【満月】
■11月16日（土）18：30~20：00【満月】
※入館料が必要となります。

8つの惑星・太陽・月をすべて観察して、コンプリートを目指そう★

【惑星の見ごろ】
●水星 ： 11月いっぱい（昼の部15時頃まで）
●金星 ： 9月～12月過ぎ（昼の部18時頃まで）
●火星 ： 12月下旬～（夜の部）
●木星 ： 11月～（夜の部20頃から）
●土星 ： 9月～（夜の部）
●天王星 ： 10月中旬～（夜の部）
●海王星 ： 9月～(夜の部）
※見頃はおおよその目安です。

プラネタリウム100周年期間中です。

九州内にも多くの施設がありますが、

ノスタルジーな光源の唐津市少年科学館や、

大平技研メガスターの九重少年の家は、

個人的にかなりおススメの投映機です！

この秋1番の天文現象になるはずだった「紫金山アトラス彗星」。明るくならないみたいで残念（泣）


